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中
之
島

モ
ダ
ン
美
術
倶
楽
部

新
し
い
都
市
へ
の
情
熱

「肥後橋風景」
（1926年／朝日新聞社蔵）

パリからの一時帰国時代の作品。手前左から朝日新聞本社、中央郵便局、日
本銀行、大阪市庁舎が並ぶ。

　

今
か
ら
約
80
年
前
、
大
阪
市
は
周

辺
地
域
を
合
併
し
て
東
京
を
抜
き
、

日
本
最
大
、
世
界
第
６
位
の
マ
ン
モ

ス
都
市
“
大
大
阪
”
と
な
る
。
時
代

の
尖
端
を
い
く
画
家
た
ち
は
、
こ
の

時
代
の
中
之
島
に
な
に
を
求
め
た
の

だ
ろ
う
か
―
。

　

現
代
で
も
休
日
に
は
、
中
之
島
で

絵
筆
を
と
る
ア
マ
チ
ュ
ア
画
家
の
団

体
を
見
か
け
る
。
二
つ
の
川
に
挟
ま

れ
た
広
い
公
園
が
あ
り
、
ネ
オ
・
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
様
式
を
基
調
と
し
た
大

阪
市
中
央
公
会
堂
や
、
重
要
文
化
財

の
府
立
中
之
島
図
書
館
、
日
本
銀
行

大
阪
支
店
な
ど
絵
心
を
く
す
ぐ
る
モ

チ
ー
フ
が
建
ち
並
ぶ
。
そ
こ
に
は
、

よ
き
時
代
の
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
た

だ
よ
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
“
大
大
阪
”
時
代
を
迎
え

た
画
家
た
ち
は
、
現
代
人
が
感
じ
る

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
と
は
異
な
る
感
慨
を

中
之
島
に
抱
い
て
い
た
。
発
展
す
る

新
し
い
都
市
の
可
能
性
に
対
す
る
熱

い
思
い
で
あ
る
。

　

二
科
会
の
洋
画
家・鍋
井
克
之
（
１

８
８
８
～
１
９
６
９
）
は
、
大
正
11

年
（
１
９
２
２
）
に
都
市
を
描
い
た

風
景
画
を
論
じ
、「
こ
の
12
年
間
私

の
印
象
か
ら
消
え
去
ら
な
い
の
は
、

大
阪
の
中
の
島
の
風
景
で
あ
る
」
と

語
る
。
貸
し
ボ
ー
ト
で
大
川
に
漕
ぎ

出
し
た
鍋
井
は
「
水
平
線
の
向
ふ
に

あ
る
白
い
大
き
な
建
築
物
や
長
い
人

道
の
鉄
橋
な
ど
を
落
日
の
余
光
で
眺

め
る
と
、
こ
れ
は
全
く
近
代
的
な
魅

力
を
持
つ
た
都
会
風
景
画
で
あ
る
」

と
、
中
之
島
の
景
観
に
感
心
し
た
の

で
あ
る
。「
近
代
的
な
魅
力
を
持
つ

た
都
会
風
景
画
」
と
い
う
言
葉
づ
か

い
だ
が
、
鍋
井
に
は
「
近
代
的
と
云

ふ
こ
と
」
は
か
な
り
魅
力
的
で
あ
る

こ
と
で
あ
り
、「
近
代
的
と
云
ふ
事

は
い
や
で
も
次
に
生
れ
て
来
る
べ
き

も
の
の
資
格
で
あ
る
」 

と
断
定
す
る
。

　

大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
に
鍋
井

と
と
も
に
信
濃
橋
洋
画
研
究
所
を
設

立
し
た
小
出
楢
重
も
、
随
筆
『
上
方

近
代
雜
景
』
で
「
大
阪
の
近
代
的
な

佐
伯
祐
三「
肥
後
橋
風
景
」

さ
え
き
・
ゆ
う
ぞ
う
（
１
８
９
８
〜
１
９
２
８
）
大
阪
生
ま
れ
。
旧
制
北
野
中
学
在
学
中
に
、

梅
田
に
あ
る
赤
松
麟
作
の
画
塾
に
通
い
、
東
京
美
術
学
校
で
藤
島
武
二
に
指
導
を
受
け
た
。

30
歳
の
若
さ
で
パ
リ
に
客
死
す
る
ま
で
、
精
力
的
に
制
作
活
動
を
行
う
。
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中
之
島

モ
ダ
ン
美
術
倶
楽
部

中
之
島
を
メ
イ
ン
会
場
に
し
て
行
わ
れ
た「
水
都
大
阪
2
0
0
9
」で
は
、

現
代
作
家
た
ち
が
め
ま
ぐ
る
し
い
活
躍
を
み
せ
た
が
、

戦
前
の
大
阪
に
も
洋
画
・
日
本
画
・
版
画
と
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、

様
々
な
画
家
た
ち
が
活
躍
す
る
時
代
が
あ
っ
た
。

中
之
島
を
舞
台
と
す
る
作
品
だ
け
を
見
て
も
、

そ
の
世
界
が
い
か
に
豊
穣
で
あ
っ
た
か
が
よ
く
わ
か
る
。

中
之
島
が
い
か
に
大
阪
の
美
術
界
を
リ
ー
ド
す
る
土
地
で
あ
っ
た
か
、

大
阪
大
学
の
橋
爪
節
也
先
生
と
共
に
見
て
い
こ
う
。

都
市
風
景
と
し
て
は
、
私
は
大
正
橋

や
野
田
附
近
の
工
場
地
帯
も
面
白
く

思
う
が
、
中
央
電
信
局
中
之
島
公
園

一
帯
は
先
ず
優
秀
だ
と
い
っ
て
い

い
」
と
し
、「
大
建
築
が
増
加
す
れ

ば
す
る
だ
け
そ
の
都
会
と
し
て
の
構

成
的
に
し
て
近
代
的
な
美
し
さ
は
増

加
す
る
こ
と
と
思
う
」
と
述
べ
る
。

　

行
政
も
近
代
的
な
「
都
市
美
」
を

実
現
す
る
地
域
と
し
て
中
之
島
界
隈

の
整
備
を
進
め
て
い
た
が
、
大
正
末

か
ら
昭
和
初
期
に
洋
画
家
た
ち
が
描

い
た
中
之
島
風
景
も
、
小
出
楢
重
の

「
街
景
」
に
し
ろ
、
佐
伯
祐
三
「
肥

後
橋
風
景
」、
国
枝
金
三
「
中
之
島

風
景
」
に
し
ろ
、
構
図
を
工
夫
し
て
、

古
い
瓦
屋
根
の
並
ぶ
船
場
や
堂
島
界

隈
の
街
並
み
を
隠
し
、
欧
米
の
都
市

で
あ
る
か
の
よ
う
に
演
出
し
て
描
い

て
い
る
。

　

さ
ら
に
モ
チ
ー
フ
と
し
て
中
之
島

は
描
か
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
新
し

い
文
化
芸
術
の
発
信
基
地
と
し
て
も

機
能
し
は
じ
め
る
。
昭
和
６
年（
１
９

３
１
）、
朝
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
新

し
く
建
設
さ
れ
た
こ
と
で
、
信
濃
橋

洋
画
研
究
所
は
そ
こ
に
移
り
、
中
之

島
洋
画
研
究
所
と
改
称
す
る
。
同
研

究
所
は
信
濃
橋
時
代
の
昭
和
２
年

（
１
９
２
７
）か
ら
洋
画
の
公
募
展
を

主
催
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
「
全
関

西
洋
画
展
」
へ
と
発
展
す
る
。
隣
接

し
て
い
た
朝
日
会
館
も
、
ホ
ー
ル
や

展
覧
会
場
を
有
し
て
文
化
芸
術
の
重

要
な
発
信
拠
点
と
な
り
、
新
し
い
価

値
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

文
／
橋
爪
節
也　

構
成
／
山
下
敦
子

小
出
楢
重「
街
景
」

こ
い
で
・
な
ら
し
げ
（
１
８
８
７
〜
１
９
３
１
）
大
阪
の
都
心
、
長
堀
橋
筋
の
薬
種
業
「
天
水
香
」
に
生
ま
れ
、

東
京
美
術
学
校
に
学
ん
だ
。
1
9
1
9
年
に
二
科
展
出
品
作
品
「
Ｎ
の
家
族
」
で
樗
牛
賞
を
受
賞
、
二
科
展
で
活
躍
。

１
９
２
１
年
に
フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
後
１
９
２
４
年
に
鍋
井
克
之
ら
と
大
阪
に
「
信
濃
橋
洋
画
研
究
所
」
を
設
立
。

「街景」
（1925年／画像提供：ギャラリー新居）

堂島川を挟んで右が堂島浜通、左が中之島で、朝日新聞本社、大阪堂島米穀
取引所、大阪府立医科大学附属病院（後の阪大病院）や、大阪ビルディング
などが描かれている。
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古
家 

新「
朝
の
街
景
」

ふ
る
や
・
し
ん
（
１
８
９
７
〜
１
９
７
７
）
兵
庫
県
生
ま
れ
。
大
阪
信
濃
橋
研
究
所
で
鍋
井
克
之
に
師
事
す
る
。

大
阪
朝
日
新
聞
社
に
六
年
間
在
籍
、
学
芸
部
員
と
し
て
挿
絵
な
ど
を
担
当
す
る
。
１
９
２
８
年
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
。

パ
リ
で
小
磯
良
平
ら
と
親
交
を
深
め
た
。
１
９
４
１
年
二
科
会
会
員
、
１
９
４
５
年
に
は
向
井
潤
吉
ら
と
行
動
美
術
協
会
を
設
立
。

国
枝
金
三「
中
之
島
風
景
」

く
に
え
だ
・
き
ん
ぞ
う
（
１
８
８
６
〜
１
９
４
３
）
大
阪
生
ま
れ
。
山
内
愚
僊
、
赤
松
麟
作
に
師
事
、

関
西
美
術
院
に
入
り
洋
画
を
学
ぶ
。
１
９
１
６
年
二
科
展
に
初
入
選
し
23
年
に
会
員
と
な
る
。

小
出
楢
重
、
鍋
井
克
之
、
黒
田
重
太
郎
と
「
信
濃
橋
洋
画
研
究
所
」
を
創
設
し
後
進
の
指
導
に
あ
た
る
。

「朝の街景」
（1936年／星野画廊蔵）

影の方向から推測すると明け方に描かれたようである。徹夜明けに朝日新聞
ビルから見下ろして描いたのかもしれない。

「中之島風景」
（1927年／大阪市立近代美術館建設準備室蔵）

この風景は、同じ年にできた８階建ての美津濃運動用品店の上からであろう
か、淀屋橋付近から東を望み、中之島公園や難波橋が見える。塔のある建物
は、明治34年頃に竣工した光本写真館。
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公
園
ラ
イ
フ

　

市
民
の
モ
ダ
ン
生
活
を
象
徴
す
る

公
共
施
設
が
公
園
で
あ
る
。

　

中
之
島
公
園
は
明
治
24
年
（
１
８

９
１
）、
大
阪
市
営
第
一
号
の
仮
公

園
と
し
て
開
園
し
、明
治
32
年
（
１
８

９
９
）
に
正
式
な
中
之
島
公
園
と
な

っ
て
近
代
的
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
く
。

　

当
時
の
中
之
島
は
、
難
波
橋
西
側

の
「
山
崎
の
鼻
」
と
呼
ば
れ
た
地
域

ま
で
し
か
な
く
、
難
波
橋
以
東
は
大

川
で
あ
っ
た
。
大
正
時
代
に
天
神
橋

の
上
流
ま
で
埋
め
立
て
ら
れ
、
公
園

も
現
在
の
よ
う
に
難
波
橋
以
東
に
中

心
を
移
し
、
噴
水
の
あ
る
整
然
と
し

た
西
洋
式
の
幾
何
学
的
庭
園
が
建
設

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も

設
け
ら
れ
、“
大
大
阪
”誕
生
の
前
年

で
あ
る
大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
に

は
、
高
名
な
建
築
家
・
武
田
五
一
の

設
計
で
音
楽
堂
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

川
の
流
れ
も
涼
し
く
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
施
設
も
建
設
さ
れ
、
花
や
緑

も
豊
か
な
中
之
島
公
園
を
、
市
民
は

散
策
し
、
ベ
ン
チ
で
憩
い
、
語
ら
い

あ
う
。

　

院
展
同
人
（
審
査
を
経
ず
に
出
品

で
き
る
作
家
）
で
あ
っ
た
日
本
画
家・

富
田
溪
仙
の
墨
画
に
は
、
難
波
橋
の

西
側
の
公
園
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

を
す
る
一
団
が
描
か
れ
て
い
る
。
背

景
の
大
阪
城
の
む
こ
う
に
朝
日
が
昇

っ
て
い
る
の
で
、
早
朝
、
出
社
前
の

ク
ラ
ブ
活
動
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
か
。

　

逆
に
、
版
画
家
・
浅
野
竹
二
の
中

之
島
公
園
の
夜
景
に
は
、
中
央
公
会

堂
や
、“
み
お
つ
く
し
の
鐘
”
の
あ

る
市
庁
舎
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
、
美
し

い
月
明
か
り
に
幻
想
的
に
浮
か
び
あ

が
っ
て
い
る
。
噴
水
の
あ
た
り
を
逍

遙
す
る
人
影
に
は
、
寄
り
添
う
男
女

の
姿
も
あ
り
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
恋

愛
映
画
の
一
場
面
を
見
る
よ
う
だ
。

　

近
代
的
な
公
園
を
テ
ー
マ
に
、
こ

れ
ら
の
作
品
は
、
都
会
に
生
活
す
る

歓
び
を
、市
民
の
目
線
で
描
い
て
い
る
。

浅
野
竹
二「
中
之
島
公
園
月
夜
」

あ
さ
の
・
た
け
じ
（
１
９
０
０
〜
１
９
９
８
）
京
都
生
ま
れ
。
京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
で
日
本
画
を
学
ん
だ
後
、

土
田
麦
僊
の
率
い
る
「
山
南
塾
」
に
入
塾
。
１
９
３
０
年
頃
か
ら
木
版
画
の
制
作
を
始
め
る
と
、
小
林
清
親
の

「
東
京
名
所
」
に
刺
激
を
受
け
、
日
本
各
地
の
名
所
・
行
事
を
題
材
に
し
た
シ
リ
ー
ズ
「
名
所
絵
版
画
」
を
手
が
け
た
。

富
田
溪
仙「
中
之
島
公
園
」

と
み
た
・
け
い
せ
ん
（
１
８
７
９
〜
１
９
３
６
）
福
岡
生
ま
れ
。
12
歳
で
狩
野
派
を
学
ん
だ
後
、
京
都
に
出
て

都
路
華
香
に
入
門
し
四
条
派
を
学
ぶ
。
友
禅
の
図
案
で
生
計
を
立
て
な
が
ら
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
仏
画
や
中
国
画
を
研
究
。

大
正
元
年
、
第
６
回
文
展
出
品
の
「
鵜
舟
」
が
入
選
し
、
横
山
大
観
に
認
め
ら
れ
院
展
へ
参
加
。

「中之島公園月夜」
（1933年／大阪府立現代美術センター蔵）
中之島公園内にある噴水の先には現在の
ばらぞの橋が見える。大阪市役所と中央
公会堂が月夜にかすんで見えている。

「中之島公園」
（制作年不明／個人蔵）

難波橋、天神橋の向こう側に描かれてい
るのは大阪城の櫓。中之島公園が整備さ
れバスケットボールで楽しむ様子が描か
れている。
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高
層
ビ
ル
に
都
市
の
美
学
を
結
実

さ
せ
た
洋
画
家
と
は
違
い
、
日
本
画

家
は
別
の
視
点
で
都
市
風
景
を
捉
え

よ
う
と
す
る
。

　

冬
の
朝
、
窓
を
開
け
た
ら
昨
夜
か

ら
の
積
雪
で
、
一
面
の
銀
世
界
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
こ
と
は
誰

し
も
あ
る
だ
ろ
う
。
第
９
回
帝
展
で

特
選
と
な
っ
た
池
田
遙
邨
の
「
雪
の

大
阪
」
も
、
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）

２
月
に
大
阪
に
降
っ
た
大
雪
を
題
材

に
、
自
然
の
生
み
出
し
た
素
晴
ら
し

都
会
に
見
る「
叙
情
」

池
田
遙
邨「
雪
の
大
阪
」「
雨
の
大
阪
」

い
け
だ
・
よ
う
そ
ん
（
１
８
９
５
〜
１
９
８
８
）
岡
山
県
生
ま
れ
。
１
９
１
０
年
、
大
阪
の
松
原
三
五
郎
が
主
宰
す
る

天
彩
画
塾
に
入
門
、
洋
画
を
学
ぶ
。
１
９
１
４
年
、
わ
ず
か
18
歳
で
第
８
回
文
展
に
水
彩
画
「
み
な
と
の
曇
り
日
」
が
入
選
。

そ
の
後
、
日
本
画
に
転
向
。
１
９
２
８
年
第
9
回
帝
展
に
て
「
雪
の
大
阪
」
が
特
選
と
な
る
。
１
９
８
７
年
、
文
化
勲
章
を
受
章
。

織
田
一
磨「
天
神
橋
遠
望
」

お
だ
・
か
ず
ま
（
１
８
８
２
〜
１
９
５
６
）
東
京
生
ま
れ
。
青
春
期
を
大
阪
で
過
ご
す
。

洋
画
を
川
村
清
雄
、
石
版
画
を
金
子
政
次
郎
に
学
ぶ
。
都
市
風
景
を
描
く
連
作
「
東
京
風
景
」
や
「
大
阪
風
景
」
が
あ
る
。

１
９
１
８
年
に
日
本
創
作
版
画
協
会
、
１
９
３
０
年
に
洋
風
版
画
協
会
を
設
立
す
る
。

「雪の大阪」
（1928年／大阪市立近代美術館建設準備室蔵）

現在の東洋陶磁美術館のあたりから眺めた中之島公園の雪景色を描く。手前
の難波橋をカップルが歩いている。右側にある茶色いビルは大林組、その向
こうには大阪府庁や大阪城の櫓が見える。

「天神橋遠望（『大阪風景』より）」
（1918年／大阪市立近代美術館建設準備室蔵）

左側の橋は現在のばらぞの橋、その奥が天神橋。晴れた東の空には大きな雲
がわき起こっている。雨で波立つ波紋が水面に映し出され叙情的な雰囲気が
ただよう。



7

い
雪
の
朝
を
描
い
て
い
る
。

　

中
央
に
シ
ン
メ
ト
リ
ー
に
な
っ
た

中
之
島
公
園
を
配
し
、
難
波
橋
、
天

神
橋
、
天
満
橋
の
浪
花
三
大
橋
が
画

面
を
横
切
る
。
背
後
に
大
阪
城
の
石

垣
が
そ
び
え
て
い
る
が
、
天
守
閣
は

ま
だ
復
興
さ
れ
て
い
な
い
。
巡
航
船

（
外
輪
船
）
の
背
後
の
ビ
ル
は
、
大

正
15
年
に
竣
工
し
た
大
林
組
の
本
社
。

そ
の
後
ろ
に
あ
る
教
会
は
、
明
治
43

年
（
１
９
１
０
）
に
建
て
ら
れ
た
大

阪
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
生
神
女
庇

護
聖
堂
で
あ
る
。

　

新
古
典
主
義
的
な
整
然
と
し
た
構

図
に
は
、
社
寺
参
詣
曼
荼
羅
な
ど
古

い
絵
画
の
イ
メ
ー
ジ
が
投
影
さ
れ
、

画
面
に
は
格
調
の
高
さ
に
加
え
神
秘

的
な
雰
囲
気
さ
え
漂
う
。
日
本
の
古

典
絵
画
の
美
の
記
憶
を
、
近
代
都
市

を
描
い
た
新
し
い
風
景
と
し
て
換
骨

奪
胎
し
た
作
品
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
本
来
は
黒
い
瓦
屋
根
が
連

な
る
大
阪
の
街
が
、
雪
で
白
一
色
と

な
る
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
か
ら
部
材

を
輸
入
し
て
組
み
立
て
ら
れ
た
天
神

橋
、
丘
の
上
の
教
会
の
モ
チ
ー
フ
な

ど
に
よ
っ
て
、
童
話
の
よ
う
な
メ
ル

ヘ
ン
タ
ッ
チ
の
風
景
に
変
貌
す
る
。

　

遙
邨
は
雪
に
続
き
雨
の
中
之
島
も

描
く
。「
雨
の
大
阪
」
は
肥
後
橋
付

近
か
ら
土
佐
堀
川
の
東
を
眺
め
た
作

品
で
、
市
庁
舎
や
「
美
津
濃
」（
現
・

ミ
ズ
ノ
）
の
本
店
、
再
興
さ
れ
た
大

阪
城
天
守
閣
が
遠
く
に
霞
む
。
階
段

に
な
っ
た
橋
は
、
肥
後
橋
の
東
に
架

か
る
モ
ダ
ン
な
錦
橋
で
、
川
の
流
れ

を
溜
め
、
一
気
に
放
流
し
て
河
川
を

浄
化
す
る
機
能
を
持
ち
、
ダ
ム
と
も

呼
ば
れ
る
。

　

激
し
い
風
雨
の
中
、
傘
を
斜
め
に

し
て
道
を
急
ぐ
人
た
ち
。
洋
犬
を
連

れ
て
散
歩
す
る
人
や
、
和
装
の
婦
人

も
い
る
。
近
代
建
築
に
囲
ま
れ
た
空

間
で
、
自
然
の
美
と
人
の
織
り
な
す

風
俗
と
が
融
合
し
、
そ
れ
を
日
本
画

家
ら
し
い
柔
ら
か
な
タ
ッ
チ
で
描
く
。

　

一
方
、
日
本
画
家
で
は
な
い
が
、

「
雪
の
大
阪
」
と
同
じ
中
之
島
公
園

の
東
側
を
自
然
美
を
強
調
し
て
描
く

の
が
、
織
田
一
磨
の
石
版
画
「
天
神

橋
遠
望
」
で
あ
る
。
天
神
橋
の
鉄
橋

や
教
会
を
描
い
た
こ
の
作
品
は
「
雪

の
大
阪
」
以
上
に
外
国
風
で
、
ラ
イ

ン
川
の
ス
ケ
ッ
チ
か
の
よ
う
に
錯
覚

さ
せ
る
。
遠
く
、
夏
の
夕
方
の
強
い

光
に
照
り
輝
く
雲
の
嶺
。
対
照
的
に
、

手
前
の
中
之
島
公
園
の
空
は
曇
り
、

夕
立
が
降
っ
て
い
る
。

　

建
造
物
が
建
ち
並
ぶ
人
工
都
市
に

お
い
て
も
、
自
然
の
変
化
や
人
間
生

活
が
生
み
出
す
叙
情
性
が
あ
る
。
都

市
美
を
極
め
る
と
と
も
に
、
自
然
に

恵
ま
れ
た
中
之
島
か
ら
は
、
多
彩
な

表
現
の
作
品
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

「雨の大阪」
（1935年／京都市美術館蔵）

錦橋の向こう側には雨にかすむ市役所や淀屋橋、大阪城の天守閣が描かれて
いる。右側前方にはモダンな色の服を身にまとった人たちや、犬を散歩させ
ている様子が描かれていて印象的だ。
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画
家
た
ち
の

目
に
映
っ
た
中
之
島
。

橋
爪
節
也 

談

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、

中
之
島
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
、

そ
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
画
家
の
思
い
と
共
に
描
か
れ
て
き
た
。

一
体
、そ
の
理
由
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

画
家
た
ち
を
熱
く
か
き
立
て
た
も
の
は
何
か
。

監
修
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
橋
爪
節
也
先
生
に
聞
い
た
。

　

大
正
時
代
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

多
く
の
画
家
が
中
之
島
を
描
き
ま
し
た
。
洋

画
家
た
ち
は
急
速
に
高
層
ビ
ル
が
建
ち
、
都

市
化
す
る
大
阪
の
中
で
、
川
が
流
れ
緑
あ
ふ

れ
る
中
之
島
の
地
を
、
欧
米
の
名
だ
た
る
都

会
風
景
と
も
見
間
違
う
よ
う
な
風
景
画
と
し

て
描
く
こ
と
を
好
み
、
並
び
建
つ
近
代
建
築

の
中
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
求
め
、
新
し
い
美
意

識
を
見
出
し
た
の
で
す
。

　

大
大
阪
時
代
の
中
之
島
に
は
「
何
か
新
し

い
も
の
を
描
き
た
い
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な

近
代
都
市
に
相
応
し
い
景
観
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
本
誌
で
紹
介
し
た
富
田
溪
仙
や
浅

野
竹
二
は
、
都
市
生
活
者
の
目
線
で
ス
ポ
ー

ツ
や
散
歩
す
る
様
子
な
ど
を
描
き
（
共
に
Ｐ

５
）、都
市
で
生
活
す
る
喜
び
を
表
現
し
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
の
中
之
島
で
は
大
川
の
夕

涼
み
な
ど
の
風
俗
が
描
か
れ
ま
し
た
が
、
近

代
に
な
る
と
、
多
く
の
画
家
た
ち
が
中
之
島

界
隈
の
建
築
に
魅
了
さ
れ
、
自
ら
の
目
で
近

代
的
な
美
し
さ
を
発
見
し
、
都
市
の
景
観
を

モ
ダ
ン
な
も
の
と
し
て
描
い
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
見
た
と
お
り
、
大
阪
は
実
は
洋

画
の
メ
ッ
カ
で
す
。
大
正
末
・
昭
和
初
期
の
モ

ダ
ニ
ズ
ム
を
推
進
し
た
小
出
楢
重
や
鍋
井
克

之
ら
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
「
信
濃
橋
洋
画

研
究
所
」
は
、
昭
和
6
年
（
１
９
３
１
）
に

中
之
島
の
朝
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
移
転
し
、

「
中
之
島
洋
画
研
究
所
」
と
し
て
大
阪
の
洋

画
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
朝
日

会
館
で
開
催
さ
れ
て
い
た「
全
関
西
洋
画
展
」

で
は
、
大
阪
の
作
家
た
ち
が
数
多
く
活
躍
し

た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
に
な
り
ま
す
が
、昭
和
29
年（
１
９
５

４
）、
吉
原
治
良
を
中
心
と
す
る
前
衛
芸
術

家
集
団
、「
具
体
美
術
協
会
」
が
設
立
さ
れ
、

昭
和
37
年
（
１
９
６
２
）
に
は
吉
原
の
所
有

す
る
土
蔵
を
改
造
し
、
美
術
館
「
グ
タ
イ
ピ

ナ
コ
テ
カ
」
を
中
之
島
に
開
設
。
若
手
作
家
た

ち
の
育
成
に
も
力
を
注
ぎ
世
界
か
ら
有
名
な

画
家
た
ち
が
訪
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
大
阪

市
立
東
洋
陶
磁
美
術
館
や
国
立
国
際
美
術
館
、

大
阪
大
学
の
中
之
島
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
集
ま

り
、
芸
術
を
発
表
し
鑑
賞
す
る
場
、
知
性
や

感
性
に
刺
激
を
与
え
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
近
代
以
降
、
中
之
島
は
美
術
の
発
信
拠

点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

中
之
島
の
よ
う
に
都
心
の
中
で
立
ち
並
ぶ

ビ
ル
や
建
物
が
美
し
く
、
そ
れ
で
い
て
自
然

景
観
に
も
優
れ
た
場
所
は
そ
う
あ
り
ま
せ
ん
。

突
き
抜
け
た
よ
う
に
広
々
と
し
た
空
間
が
作

り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
橋
を
渡
る
こ

と
で
「
島・

に・

入・

り・

こ・

む・

」
と
い
う
特
別
な
感

情
が
芽
生
え
、
別
世
界
に
移
動
す
る
よ
う
な

感
覚
が
味
わ
え
る
の
も
中
之
島
の
特
色
で
す
。

　

中
央
公
会
堂
や
中
之
島
図
書
館
は
、
昔
も

今
も
変
わ
ら
ず
市
民
に
愛
さ
れ
る
人
気
の
写

生
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
代
の

人
は
中
央
公
会
堂
を
描
く
こ
と
で
モ
ダ
ニ
ズ

ム
時
代
へ
の
郷
愁
を
確
認
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
空
間
的
に
も
恵

ま
れ
ア
ー
ト
が
集
中
し
て
い
る
街
・
中
之
島
。

日
本
屈
指
の
内
容
を
誇
り
４
４
０
０
点
を
超

え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
し
て
い
る
大
阪

市
立
近
代
美
術
館
の
建
設
が
進
め
ば
、
中
之

島
は
さ
ら
に
強
力
な
美
術
の
発
信
拠
点
と
な

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

1958年大阪市生まれ。専門は
美術史で、特に近世・近代大
阪の美術についてのエキスパ
ート。編著に『モダン道頓堀
探検－大正、昭和初期の大大
阪を歩く』（創元社）など。

橋爪節也
大阪大学
総合学術博物館教授

大阪市立近代美術館展覧会
 「海と水のものがたり
─シニャック、福田平八郎から
杉本博司まで─」
大阪市立近代美術館建設準備室は、大
阪市立近代美術館（仮称）心斎橋展示
室にて、特別展を6月19日（日）まで
開催中。異国の大海原から大阪の街中
を流れる堀川まで、水を題材とした絵
画・写真・版画など約60点を展示。本
誌で取り上げた国枝金三の「中之島風
景」のほか、織田一磨、佐伯祐三の別
作品もチェックしよう！
●大阪市中央区南船場3-4-26　出光ナ
ガホリビル13階　観覧料：一般 500円
問い合わせ☎06-4301-7285

美
術
の
伝
統
は
中
之
島
に
あ
り
。

開
放
的
で
特
別
な
空
間
。

大阪城が

目の前に!



　天下統一をリレーした織田信長・豊臣
秀吉・徳川家康の３人が日本の要とした
大阪城は、戦火によって再建を繰り返し
ながらも、今も大阪のシンボルであり、
見る人たちの心を和ませる雄大な存在感
を放っている。
　しかし、その立地場所の意味や歴史、
建築的な見方、あるいは城と共にあった
城下町の様子や人々の生活などについて
は、まだまだよく知られているとは言え
ない。今夏には大阪城が物語の最重要地
点となる映画『プリンセス トヨトミ』
が公開されるなど、注目が高まっている
今だからこそ知りたい大阪城について、
歴史・文学・建築などさまざまな角度か
ら切り込んでいく。

6月10日（金）
講座①「文学から読む、信長・秀吉が見た大阪」
講師／奥田尚

6月24日（金）
講座②「大坂町人的・城下町極楽ライフ」
講師／永吉雅夫

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファック
ス、もしくはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、
ファックスについては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の
必要事項を明記してください。ハガキ、ファックスでお申し込みの
方は、講座名を必ずお書き添え下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学6月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

 「天下の要!  大阪城の秘密〈初夏の陣〉」
講師／奥田尚　永吉雅夫
日時／講座① 6月10日（金）　講座② 6月24日（金）
　　　各回7:00PM 〜（開場6:30PM 〜）
会場／追手門学院 大阪城スクエア
受講料／各講座1,000円　定員／200名
主催／追手門学院大学　ナカノシマ大学事務局
協力／大阪21世紀協会

募
集
要
項

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

ケータイからは
こちら！→

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

お問い合わせ☎06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

2011年
6月講座

追手門学院大学×ナカノシマ大学 共同連続講座

 「天下の要!  大阪城の秘密〈初夏の陣〉」
講師／奥田 尚・永𠮷雅夫（追手門学院大学 国際教養学部 教授）

天守閣を間近に眺めながら学ぶ、
大阪城の歴史。

9

現在の大阪城は大阪
市や市民の寄附によ
り昭和６年（1931）
に竣工。写真はその
３年前から行われて
いた工事中の様子。

（大阪毎日新聞社刊
『西日本現代風景』
より）

戦国期にあって大坂は、経済的・軍事的な意味に
おいて、日本の中でも最も重要な場所であった。
時の天下人たちは大坂という都市をどのように見
て、どのような行動をとったのか。『信長公記』『太
閤記』といった文学作品から明らかにする。

大坂城は、その眼下に広がる城下町と密接な関係
にあった。人々はそこでどんな生活を営み、文化
を育んだのか。また、それは他の城下町と比べて
どんな特徴があったのだろう。意外に豊かだった
と言われる大坂の城下町ライフを、絵図や史料か
ら読み解く。

大阪城が

目の前に!



た。「歴史を慈しむ
幸せな時間を過ごせ
ました」と泣かせる
言葉。

方、村野が設
計した1958

年（昭和33）の新
ダイビルは、シンプ
ルな外観の中、随所
に建築的美意識を盛
り込んだ戦後ビルの
典型だった。横に連続する窓、四方に配
置した羊の彫刻、美しい階段、奔放なデ
ザイン感覚がさく裂した屋上の造形物…。
この感覚はBMCの面々の大好物だが、
岩田さんはもう一つ、御堂筋ダイビルの
素晴らしさを挙げた。この時代らしい総
ステンレス貼り、今も現役のビルは、既
存物件を買い取り、テナントビルに改修
したものだそうだ。
　こうした歴史とリッチ感を継承しつつ、
タワー時代に対応したのが2009年の中
之島ダイビル。2013年には、旧ダイビ
ルを保存活用した「中之島ダイビル・ウ
エスト」も完成の予定。髙岡さんは「ダ
イビルの歴史を伝えるミュージアムを」

「新たに建てる際はその時代で最高のビ
ルを」と期待を語る一方、戦後ビルが顧
みられず次々消えていく現状に警鐘も鳴
らした。最後に登場したダイビル株式会
社の吉村哲常務は、中之島ダイビル建設
の経緯や、関西電力などと進める中之島
３丁目共同開発について解説してくれた。
　「ビルを知ればダイビルがわかる。ダ
イビルを知れば大阪のビルがわかる」。
髙岡さんの言葉どおりの講座となった。
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大阪時代を象徴した名建築ダイビ
ル。戦後ビルの美を体現した堂島

浜の新ダイビル。そして、シマの新たな
シンボルタワーとなった中之島ダイビル。
大阪の街とともに歩んできたダイビルの
軌跡をひも解こうと開かれたナカノシマ
大学３月講座。講師は、２度目の登場と
なるBMC（ビルマニアカフェ）から、
髙岡伸一さんと岩田雅希さん。２人が水
先案内人となった「ダイビルをめぐる冒
険」は、歴史を振り返るばかりでなく、
これからのビル建築や中之島のまちづく
りまでを考えさせる内容となった。
　ダイビルは1925年（大正14）、大阪
商船（現・商船三井）の本社として、中
之島に誕生した。設計は巨匠・渡辺節、
製図主任は戦後に名を馳せる村野藤吾、
さらに構造設計の大家・内藤多仲という
当時最強のチームだった。
　「効率と合理性を重視するリアリスト」
だった渡辺の特徴は、装飾的な部分とシ
ンプルな部分、そのメリハリにあったと

いう。飾る部分は徹底的にやる。たとえ
ば、壮麗な彫刻を施したエントランスや
エレベーターホール。まだ珍しかったビ
ル商店街、最上階には豪奢な社交場もあ
った。「同時代の大江ビルや堂島ビルも
そうですが、オフィスビルは当時の最先
端建築。複合機能を持ち、都市のシンボ
ル、憧れでした」と髙岡さん。
　ここにあった事務所で働き、ビルの最
晩年を見届けたのが岩田さん（ちなみに
月刊島民編集部も）。大大阪時代を伝え
る喫茶店の運営にも関わった縁で、この
名建築を愛する多くの人の想い出に触れ

大

一

 「ダイビルをめぐる冒険」
@中之島ダイビル
講師／髙岡伸一　岩田雅希（ビルマニアカフェ） 

2011年3月18日（金）

会場は中之島ダイビルの１室。古い建物が多いい
つもの講座とは対極の最新の設備を体感しつつ。

熱心なビルマニアたちで「月刊ビル」も売れ行き
好調。講座終了後はビル内探索へ三々五々。

BMCが偏愛する戦後ビルの魅力を詰め込んだ「月刊ビル」の販売も。髙岡さん、吉村常務、岩田さん（左
から）にBMCのメンバーも加わり、記念写真。大阪のビルを愛し、考える人びとの揃い踏みである。

中之島３丁目共同開発
を語る吉村常務。「ウ
エスト」には1000坪
の広場を設ける予定
とか。

●ワンタッチで拡大、
　スクロールもしやすく便利。
●ツイッター機能もついて、
　誌面や中之島についての情報発信も。
●「今月は取り忘れた!」
　という時でもすぐに入手可能。　

講義レポート
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淀屋橋駅直結の複合型商業施設「淀屋橋odona」の２階にある情報発信スペース「アイ・スポット」では、
大阪の歴史に関する展示が無料で見られるほか、月刊島民をはじめとするフリーペーパーなど街の情報も集まっています。
さらに、毎月さまざまなミニセミナーも開催。会社帰りに、街遊びのついでに、ぜひお立ち寄りください！

５/30（月）7:00PM〜9:00PM

御堂筋Talkin’About vol.5

 「ナカノシマの水辺」
話題提供／松本 拓（NPO法人水都OSAKA･水辺のまち再生プロジェクト理事）
ナビゲーター／生駒伸夫（生駒ビルヂング）
　　　　　　 小川 清（平岡珈琲店） 山納 洋（大阪ガス）

月刊島民編集部による新たなメディアがスタート。参加者の方々とコミュニ
ケーションしながら、街の楽しみ方、街ネタの伝え方などを考えていきます。
いわば読者参加型の公開編集会議のようなノリ。第１回は「タウン誌のつく
り方」。月刊島民ファンだけでなく、いろいろな形で情報発信に関わる方々、
お集まり下さい。毎回登場するゲストにも乞うご期待！

「御堂筋Talkin’About」は、あるテーマについて興味・関心を持つ人たちが
集まり語り合う“サロン”です。今回は中之島界隈の水辺の魅力、ポテンシャ
ル、活用の可能性について話し合います。

◎予約は不要です。当日会場にお集まりください!（参加無料）
アイ・スポット　大阪市中央区今橋4-1-1　淀屋橋odona2階　☎06-4866-6803　開館時間：11:00AM 〜 9:00PM（土・日・祝〜 8:00PM）
地下鉄御堂筋線「淀屋橋」駅10番出口直結　京阪本線「淀屋橋」駅徒歩1分

●5月のイベント

月刊島民がiPad
で見られるように
なりました!

●ワンタッチで拡大、
　スクロールもしやすく便利。
●ツイッター機能もついて、
　誌面や中之島についての情報発信も。
●「今月は取り忘れた!」
　という時でもすぐに入手可能。　

フリーマガジンとしてお
なじみの『月刊島民』が、
ついにiPad用のアプリ
として登場 !  無料でダ
ウンロードして読めるよ
うに。毎月１日前後に
最 新 号 をリリース。
iTuneストアで「月刊島民」と検索し、アプリをダウンロード
するだけで、簡単に手に入れることができます。

淀屋橋odona アイ・スポット通信

５/12（木）7:00PM〜8:30PM

月刊島民淀屋橋編集会議 第１回 

 「タウン誌のつくり方」
講師／月刊島民プレス

●パネル展示

「CASBEE大阪 OF THE YEAR」
顕彰建築物パネル展示　5/30（月）まで
CASBEE大阪(大阪市建築物総合環境評価制度)に
基づき届け出された民間の建築物のうち、特に評
価が高い作品を「CASBEE大阪 OF THE YEAR」
として紹介しています。

第30回大阪都市景観建築賞（大阪まちなみ賞）
入賞作品パネル展示　5/12（木）まで
周辺環境の向上に貢献し、かつ景観上優れた建物
やまちなみを、広く一般から公募。その中から大阪
市長賞をはじめとする各賞の受賞作品を紹介します。

大阪市拠点開発パネル展示	
5/13（金）～ 5/31（火）

「うめきた」や「夢洲・咲洲地区」でこれから行
われる開発や、大阪市の成長戦略に関するパネル
を展示します。

iPadと（ほぼ）
同サイズの…

2011年
5月



21世紀の懐徳堂プロジェクト
5月の時間割 ナカノシマ大学ほか、

中之島周辺の「学びの場」の時間割をご紹介。

「紅茶教室」Yuriko（ティーコーディネーター）
参加費：各2,000円（お菓子作家HIKEの焼き菓子付き）日8 会

場
B

1:00PM～
2:30PM

3:00PM～
4:30PM

「会社帰りの陶芸教室【蕎麦皿】」辻 久悟（陶芸教室（Room Room）主宰）
参加費：4,500円月9 会

場
G

7:00PM～
9:00PM

「free conversation」Richard Farmer（大阪府立大学講師）
参加費：2,000円（お茶付き）水11 会

場
H

6:45PM～

『ロカの弁当』刊行記念　木村緑さん ライブクッキング＆トークショー＆サイン会
参加料：3,000円（ランチ、書籍付き）日15 会

場
I

12:00PM～
2:00PM

「おやゆび姫刺しゅうのワークショップ」annas ／かわばたあんな（刺繍作家）
参加費：4,200円日15 会

場
F

1:00PM～
5:00PM　

「動物のポーチをつくりましょう」IRIIRI（にんぎょう作家）
参加費：4,200円（お茶とお菓子付き）

水
・
日18・29

会
場
F

1:30PM～
6:00PM

「工作教室Coppa!!─木っ端でビー玉迷路をつくろう！」ムラバヤシケンジ（木彫アーチスト）
参加費：1,800円土21 会

場
D

10:00AM～
12:00PM
2:00PM～
4:00PM

「中之島の水辺で「水上さんぽ」」奥谷 崇（インストラクター）
参加費：3,000円（レンタル一式＋保険＋協力金）土21 会

場
C

7:00AM～／
8:30AM～／
10:00AM～
(約1時間)

「聴いて読む＆洋書絵本を読む」山崎一郎（翻訳家）
参加費：1,500円（お茶付き）火24 会

場
H

7:00PM～

「モーリス・ブランショ『明かしえぬ共同体』を読む」
江弘毅（月刊島民編集長）×山納洋（common café） 参加費：500円

火24 会
場
A

7:30PM～
9:00PM　

「健康講座～自分のカラダを自分で治す」合田光男（国際東洋医療専任講師）
受講料：2,000円（テキスト、施術道具つき）土28 会

場
E

2:00PM～
4:00PM

「ワイン教室【自然派ワイン・入門】」坂東　武子（「ばんどう酒店」店主）
参加費：4,000円日29 会

場
G

11:30AM～
1:00PM

2:00PM～
3:30PM

「初心者のためのウクレレ教室」松井朝敬（スイートストリングス）
受講料：2,000円日29 会

場
E

2:00PM～
3:30PM

「石原正一のヨミすぎ！～古今東西名作朗読会～」石原正一（役者・作演出家）　
受講料：1,500円火17 会

場
A

7:30PM～
9:00PM

A common cafe
大阪市北区中崎西1-1-6 吉村ビルB1F　
☎06-6371-1800　
http://www.talkin-about.com/cafe/
B 雑貨屋Biscuit cafe
大阪市北区中崎西1-9-24 中崎ハウス202　 
☎090-9254-1223
http://biscuit-cafe.com/
C 若松の浜　

（集合）大阪市北区西天満1-13-14 エフアイビル1F　
☎06-6125-0550（アクアスタジオ）
http://aquastudio.jp/

D morrison(studio)
大阪市福島区吉野4-20-13　
☎080-3113-4816
http://webmorrison.com/
E フレイムハウス 
大阪市中央区淡路町1-6-4　
☎06-6226-0107　misalele39@gmail.com 
http://www.katana.cx/~fureimu/ 
F タピエスタイル
大阪市中央区南船場4-4-17 B1 
☎06-4963-7450
http://www5f.biglobe.ne.jp/~tapie/

G ポーポー屋
大阪市西区北堀江1-14-21 鳥かごビルヂング２F 
☎06-6531-7827　
http:// www2.odn.ne.jp/ippuku-popo/
H 貸本喫茶ちょうちょぼっこ
大阪市西区北堀江1-14-21 鳥かごビルヂング4F
http://www.geocities.co.jp/chochobocko/
I スタンダードブックストア
大阪市中央区西心斎橋2-2-12 
クリスタグランドビル１F BF 
☎06-6484-2239
http://www.standardbookstore.com/

大阪カルチャークラスター!!
大阪カルチャークラスター!!（ＯＣＣ!!）では、大阪にあるカフェやギャラリーなどで独自に企画・運営を行っている
講座・ワークショップを一堂に集め、紹介していきます。
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「ポーポー屋料理教室【沖縄料理】」中東ゆうこ（「ポーポー屋」店主）
参加費：3,800円　各回6名限定日22 会

場
G

11:00AM～
2:00PM

4:00PM～
7:00PM



●Handai-Asahi 中之島塾 大阪大学が朝日カルチャーセンターと共催しているセミナーです。

会場／アートエリアB１　参加費／全て無料　開場／それぞれ30分前から　問い合わせ／［カフェの内容について］大阪大学コミュニケーションデザイン・センター
（CSCD）　☎06-6850-6632　［場所などについて］アートエリアB１　☎06-6226-4006　※内容は予告なく変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

ビブリオバトル「喫茶大阪大学」
定員：30名程度

1:30PM～
4:00PM

水４

レクチャー&対話プログラム「ラボカフェ」
読書・哲学・鉄道など、毎月リアルタイムなテーマでカフェ風ワークショップを行っている、
京阪電車中之島線なにわ橋駅地下１階の［アートエリアB1］。5月のラインナップはこんな感じ。

シアターカフェ『異邦人』を語る
定員：30名程度　ゲスト：ごまのはえ（京都舞台芸術協会）

7:00PM～
9:00PM

火10
中之島哲学コレージュ／哲学カフェ「震災について、今私たちが考えたいこと」
定員：50名程度　

7:00PM～
9:00PM

水11
プロジェクト・ミーティング「大阪に、中之島に必要な美術館を考える 3 ／市民参加とは？」
定員：30名程度　ゲスト：菅谷富夫（大阪市立近代美術館建設準備室研究副主幹）

7:00PM～
9:00PM

火17
歯医者さんとカフェ「どうするの？上手な歯みがき」
定員：30名程度　ゲスト：津雲孝子（文元歯科医院・歯科衛生士）

7:00PM～
8:30PM

水18
鉄道カフェ「鉄道とスイーツ」
定員：30名程度

7:00PM～
9:00PM

火24
アートカフェ「笑いについて」
定員：30名程度

7:00PM～
9:00PM

水25
中之島哲学コレージュ／セミナー「自閉症スペクトラム障害とのつきあい方？」
定員：50名程度　ゲスト：竹内慶至（金沢大学 子どものこころの発達研究センター特任助教）

7:00PM～
9:00PM

金27

「武将たちの医療」内野花（大阪大学コミュニケーションデザイン・センター特任講師）
受講料3,150円(全2回)

10:30AM～
12:00PM

土14・21

会場／大阪大学中之島センター　インターネット、電話、ファックスか、朝日カルチャーセンターの窓口でも直接申し込むことができます。http://www.
asahiculture.com/nakanoshima/index.html　☎06-6222-5224　FAX06-6222-5221　問い合わせ／朝日カルチャーセンター（中之島）☎06-6222-5224

大阪大学21世紀懐徳堂

●大阪・京都文化講座（前期）『大坂・京の文
い ろ ど り

彩－文学が織りなす二都のすがた－』立命館大学と共同で行う連続講座です。

「近畿のことばが地方に広まる」彦坂佳宣（立命館大学文学部教授）2:00PM～
3:40PM

月9

会場／立命館大阪キャンパス　受講料／1回2,000円（7回以上一括申込の場合13,000円）　定員／各回98名
申し込み・問い合わせ／立命館大阪オフィス　☎06-6360-4895　FAX06-6360-4894　※詳しくはhttp://www.ritsumei.jp/life-09/e09_10kyo.htmlまで。

「源氏物語と住吉」加藤洋介（大阪大学大学院文学研究科教授）2:00PM～
3:40PM

月16
「天保15年の紀行文―京・大坂周辺を読む―」中西健治（立命館大学文学部教授） 2:00PM～

3:40PM
月23

「幕末・明治期の漢文学と京・大坂の詩人たち」合山 林太郎（大阪大学大学院文学研究科講師）2:00PM～
3:40PM

月30

●大阪大学×大阪ガス アカデミクッキング「専門分野の講義」＆「料理実習」で“学問するココロ”が実践的に身につきます。

「18世紀イタリアオペラにみる異国趣味～“野蛮な異国”と“理想化された異国”の狭間で～」
山田高誌（大阪大学大学院文学研究科助教）　課題料理＝モロッコ風料理

6:30PM～
9:00PM

水6/22

会場／大阪ガスクッキングスクール千里　受講料／1,500円　
申し込み・問い合わせ／大阪ガスクッキングスクール千里　TEL06-6871-8561　http://www.og-cookingschool.com/　
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あ
ま
り
人
は

死
な
な
い
。
研
修
医
が
患
者
の
死
に
遭
遇
す
る
の
は
、

当
直
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
く
一
般
病
院
が
多
か
っ
た
。

　

２
０
０
４
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
臨
床
研
修
制
度
で
は

研
修
医
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

私
の
こ
ろ
は
当
直
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
大
い
に
実
地
の
勉

強
に
な
っ
て
い
た
。
入
院
患
者
と
救
急
の
外
来
患
者
を

一
晩
、
自
分
１
人
で
責
任
を
持
つ
の
だ
。
い
わ
ば
真
剣

勝
負
で
責
任
も
重
大
。
ひ
と
つ
ま
ち
が
え
ば
患
者
の
生

命
に
も
関
わ
る
の
で
緊
張
し
た
。

　

患
者
に
す
れ
ば
、
未
熟
な
研
修
医
に
命
を
預
け
る
の

だ
か
ら
、
緊
張
ど
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
危

険
な
状
況
は
許
せ
な
い
と
マ
ス
コ
ミ
が
騒
ぎ
、
研
修
医

の
バ
イ
ト
を
禁
止
し
た
の
が
、
先
の
臨
床
研
修
制
度
で

あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
研
修
医
の
当
直
は
さ
ほ

ど
危
険
で
は
な
か
っ
た
。
研
修
医
は
自
信
が
な
い
の
で
、

何
か
あ
れ
ば
す
ぐ
そ
の
病
院
の
医
師
を
呼
ぶ
か
ら
だ
。

当
直
は
い
わ
ば
踏
切
番
の
よ
う
な
も
の
で
、
最
後
ま
で

１
人
で
対
処
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
を
過
度
に
危

険
視
し
て
、
研
修
医
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
禁
じ
た
た
め
、

ベ
テ
ラ
ン
医
師
の
当
直
が
増
え
、
過
重
労
働
に
な
っ
て
、

現
場
を
逃
げ
出
し
た
の
が
昨
今
の
医
療
崩
壊
の
一
因
。

研
修
医
は
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
が
な
く
な
る
の
で
、
そ
れ

を
補
う
た
め
に
、
給
料
が
30
万
円
ほ
ど
に
設
定
さ
れ
、

彼
ら
を
指
導
す
る
助
教
の
給
料
よ
り
上
に
な
っ
て
、
指

導
医
が
熱
意
を
失
う
と
い
う
弊
害
も
出
た
。

 　

当
直
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
行
く
と
、
ま
ず
そ
の
病
院
の

医
師
か
ら
重
症
患
者
の
申
し
送
り
を
受
け
る
。
そ
の
と

き
、「
こ
の
患
者
は
儀
式
を
」
と
か
、「
家
族
が
納
得
し

て
る
か
ら
儀
式
は
い
ら
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
。

　
「
儀
式
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
強

心
剤
な
ど
の
蘇
生
処
置
の
こ
と
だ
。
が
ん
や
老
衰
で
死

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
患
者
に
は
、
実
際
問
題
、
蘇

生
処
置
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
し
か
し
、
ぼ
ー
っ
と

見
て
い
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
形
だ
け
の
蘇
生

処
置
を
す
る
。
痩
せ
た
老
人
な
ど
は
、
本
気
で
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
す
れ
ば
す
ぐ
に
肋
骨
が
折
れ
る
。
だ
か
ら

懸
命
に
押
す
ふ
り
だ
け
を
す
る
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
、

医
師
の
隠
語
で
「
儀
式
」
と
い
う
の
だ
。
家
族
が
患
者

の
死
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
き
は
、
無
駄
な
処
置
や
投

薬
を
し
な
く
て
い
い
の
で
、「
儀
式
は
い
ら
な
い
」
と

な
る
。

　

患
者
の
看
取
り
に
つ
い
て
は
、
先
輩
医
師
か
ら
「
慌

て
ず
、
騒
が
ず
、
落
ち
着
か
ず
」
と
教
え
ら
れ
た
。
慌

て
る
と
新
米
で
あ
る
こ
と
が
ば
れ
る
し
、
騒
ぐ
と
医
療

ミ
ス
が
あ
っ
た
の
で
は
と
疑
わ
れ
る
。「
落
ち
着
か
ず
」

と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
冷
静
だ
と
、
は
じ
め
か
ら
あ
き

ら
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
適
度
に
慌
て
て

緊
迫
感
を
出
せ
と
い
う
意
味
だ
。
そ
う
い
う
こ
と
は
大

学
で
は
習
わ
な
い
。
医
療
に
は
「
演
技
」
が
必
要
だ
と

illustration: maki yoshimura

中
之
島
ふ
ら
ふ
ら
青
春
記
●
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い
う
、
現
場
な
ら
で
は
の
教
育
だ
っ
た
。

　

臨
終
を
告
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
も
注
意
を
要
す
る
。
人

間
は
死
が
近
づ
く
と
「
下
顎
呼
吸
」
と
い
っ
て
、
顎
を

突
き
出
す
よ
う
な
呼
吸
に
な
る
。
そ
れ
が
徐
々
に
間
遠

に
な
っ
て
、
死
を
迎
え
る
。
テ
レ
ビ
や
映
画
の
よ
う
に
、

「
う
う
、
ガ
ク
ッ
」
と
い
う
よ
う
な
死
に
方
は
ぜ
っ
た

い
に
な
い
。
呼
吸
が
止
ま
っ
た
と
思
っ
て
、
早
ま
っ
て

「
ご
臨
終
で
す
」
と
告
げ
る
と
、
そ
の
あ
と
で
患
者
が

最
後
の
呼
吸
を
し
て
、「
あ
、
ま
だ
生
き
て
る
」
と
家

族
が
取
り
乱
す
。
だ
か
ら
、
臨
終
は
患
者
の
息
が
止
ま

っ
て
、
十
分
に
死
に
き
る

0

0

0

0

の
を
待
っ
て
か
ら
告
げ
ろ
と

教
え
ら
れ
た
。
心
電
図
も
同
じ
で
、
正
常
な
波
が
徐
々

に
遅
く
な
り
、
間
隔
が
開
い
て
や
が
て
平
坦
に
な
る
。

そ
こ
で
臨
終
を
告
げ
る
と
、
何
か
の
拍
子
に
け
い
れ
ん

の
よ
う
な
波
が
ピ
ョ
コ
ン
と
出
る
。
す
る
と
ま
た
「
あ
、

ま
だ
」
と
な
る
の
で
、
臨
終
を
告
げ
た
ら
、
す
ぐ
に
心

電
図
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
れ
と
言
わ
れ
た
。

 　

私
は
運
が
い
い
の
か
悪
い
の
か
、
な
か
な
か
患
者
の

臨
終
に
巡
り
会
わ
な
か
っ
た
。
早
々
に
経
験
し
た
研
修

医
は
、
そ
の
よ
う
す
を
興
奮
気
味
に
語
り
、
何
か
箔
を

つ
け
た
よ
う
で
、
未
経
験
者
よ
り
一
段
上
に
い
る
感
じ

に
な
る
。

　

私
の
は
じ
め
て
の
看
取
り
は
、
研
修
を
は
じ
め
て
半

年
以
上
も
た
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
当
直
の
看
護
師
か
ら

連
絡
を
受
け
、
病
室
に
行
く
と
、
患
者
は
す
で
に
下
顎

呼
吸
だ
っ
た
。
通
常
、
亡
く
な
る
患
者
は
周
囲
へ
の
影

響
に
配
慮
し
て
、
個
室
に
移
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
そ
の
女
性
は
大
部
屋
に
い
た
。
生
活
保
護
で

個
室
に
移
る
余
裕
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
身
寄
り
も
な

く
、
付
き
添
う
友
人
や
知
人
も
い
な
か
っ
た
。
当
直
の

看
護
師
は
ベ
テ
ラ
ン
で
、
私
が
看
取
り
が
は
じ
め
て
な

の
を
見
抜
い
た
ら
し
く
、「
心
電
図
を
つ
け
ま
し
ょ
う

か
」
と
か
「
瞳
孔
は
散
大
し
て
ま
す
か
」
と
か
、
上
手

に
私
を
誘
導
し
て
く
れ
た
。
お
か
げ
で
私
は
す
べ
き
こ

と
を
滞
り
な
く
行
い
、
付
き
添
う
家
族
が
い
な
い
の
で

「
儀
式
」
も
せ
ず
、
無
事
に
看
取
り
を
す
ま
せ
た
。

　

女
性
は
赤
ら
顔
で
、
太
っ
て
い
て
、
縮
れ
た
黒
い
髪

が
耳
の
両
側
に
広
が
っ
て
い
た
。
生
体
反
応
を
す
べ
て

終
え
た
彼
女
に
臨
終
を
告
げ
た
と
き
、
私
は
こ
の
人
が

ど
ん
な
人
生
を
送
っ
た
の
か
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
。
私
は
彼
女
の
人
生
の
最
後
に
偶
然
立
ち
会
い
、

何
も
知
ら
ず
に
、
た
だ
臨
終
を
告
げ
た
。
医
師
と
し
て

そ
れ
で
い
い
の
か
。
も
う
少
し
こ
の
人
の
こ
と
を
知
り
、

そ
の
死
を
悼
む
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
家
族

に
も
友
人
に
も
見
送
ら
れ
ず
、
た
だ
１
人
で
逝
っ
た
こ

の
人
を
。

　

は
じ
め
て
の
看
取
り
は
、
私
に
今
も
忘
れ
得
な
い
ほ

ど
強
い
印
象
を
残
し
た
。
そ
れ
か
ら
何
人
、
当
直
の
ア

ル
バ
イ
ト
で
患
者
を
看
取
っ
た
だ
ろ
う
。
最
初
の
衝
撃

は
す
ぐ
に
薄
れ
、「
儀
式
」
に
も
慣
れ
、
家
族
を
納
得

さ
せ
る
演
技
も
身
に
つ
け
た
。
自
分
が
主
治
医
だ
っ
た

患
者
は
別
と
し
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
看
取
っ
た
患
者
の

顔
は
ほ
と
ん
ど
思
い
出
せ
な
い
。
そ
れ
で
い
い
と
は
思

わ
な
い
が
、
致
し
方
な
い
と
も
思
う
。
患
者
の
死
に
慣

れ
な
い
こ
と
に
は
、
こ
の
仕
事
は
と
て
も
続
け
ら
れ
な

い
。
慣
れ
が
恐
ろ
し
い
こ
と
も
、
自
戒
は
し
て
は
い
る

け
れ
ど
。

 　

当
直
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
、
救
急
外
来
の
患
者
も
診

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
救
急
車
が
来
る
連
絡
を
受
け
る

と
、
先
に
症
状
を
聞
い
て
、
患
者
が
来
る
ま
で
に
『
今

日
の
治
療
指
針
』
と
い
う
本
の
該
当
個
所
を
必
死
で
調

べ
る
。
こ
の
本
は
電
話
帳
く
ら
い
の
大
き
さ
で
（
今
は

辞
書
く
ら
い
の
ポ
ケ
ッ
ト
版
が
あ
る
）、
全
科
の
ほ
ぼ

全
疾
患
の
治
療
法
が
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
知
識
を
詰

め
込
ん
で
、
患
者
が
到
着
し
た
ら
、
落
ち
着
き
払
っ
て

診
察
す
る
の
だ
。
つ
い
今
仕
入
れ
た
知
識
を
、
ず
っ
と

前
か
ら
知
っ
て
い
る
よ
う
な
顔
を
す
る
演
技
も
、
こ
の

と
き
に
身
に
つ
け
た
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
で
は
病
人
ば
か
り
で
な
く
、
怪
我
人
も

診
た
。
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
ヤ
ク
ザ
の
指
ツ
メ
の

後
始
末
も
し
た
。
指
ツ
メ
は
鋭
利
な
刃
物
で
切
断
す
る

の
で
、
切
り
口
は
平
ら
に
な
る
。
こ
れ
で
は
縫
え
な
い

の
で
、
ま
ず
骨
切
り
鋏
で
断
面
に
見
え
て
い
る
骨
を
１

セ
ン
チ
ほ
ど
削
る
。
そ
し
て
皮
膚
を
「
魚
口
状
」（
魚

の
口
の
よ
う
に
上
下
が
半
円
形
）
に
切
っ
て
、
先
端
が

丸
く
な
る
よ
う
に
縫
う
の
だ
。
こ
の
と
き
、事
前
に
「
骨

を
切
る
分
、
指
は
今
よ
り
少
し
短
く
な
り
ま
す
よ
」
と

説
明
し
て
お
か
な
い
と
、
あ
と
で
怒
る
ヤ
ク
ザ
が
い
る

か
ら
注
意
し
ろ
と
先
輩
医
師
に
言
わ
れ
た
。

　

ヤ
ク
ザ
の
指
ツ
メ
は
け
っ
こ
う
多
く
、
私
は
４
人
縫

っ
た
。
中
の
１
人
は
左
の
薬
指
だ
っ
た
。
両
方
の
小
指

は
す
で
に
ツ
メ
て
あ
り
、
３
度
目
の
不
始
末
だ
っ
た
よ

う
だ
。
あ
ん
た
、
こ
の
世
界
に
向
い
て
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
の
と
思
っ
た
が
、
当
人
は
「
も
う
二
度
と
ヘ
タ
は
打

た
ね
ぇ
」
と
ま
だ
ま
だ
ヤ
ル
気
の
よ
う
だ
っ
た
。

くさかべよう　1955年生まれ。大阪大学医学部卒業。
麻酔医、外科医、在外公館での医務官としても勤務した後、2003年『廃用身』（幻冬舎文庫）でデビュー。
現代医療への提言と生きること・死ぬことについて考える
契機に満ちた作風が人気を呼び『破裂』は10万部を超えるヒットに。

「講談社の季刊誌『ｇ２』に「世界一おもしろい医学概論」というのを連載しています。今回は「肺」のお話。
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〈
研
修
医
生
活
外
科
編
Ⅲ
〉

は
じ
め
て
看
取
っ
た
死



器
商
や
工
房
が
集
ま
る
天
満
橋
の
通

称
「
天
満
村
」。
そ
の
始
ま
り
が
高

麗
橋
の
老
舗
楽
器
店
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
本

誌
31
号
の
特
集
で
も
触
れ
た
。
若
き
日
そ
こ

で
修
業
し
た
天
満
村
の
古
参
・
馬ば

と戸
修
さ
ん

に
よ
れ
ば
、「
日
本
で
は
じ
め
て
ス
ト
ラ
デ

ィ
バ
リ
ウ
ス
（
註
）
を
紹
介
し
た
店
」。
天

満
村
か
ら
西
へ
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
、
東

横
堀
川
の
端
に
あ
る
弦
楽
器
輸
入
商
［
丸ま

る
い
ち一

商
店
］
を
訪
ね
て
み
た
。

　

迎
え
て
く
れ
た
の
は
３
代
目
の
磻ば

ん
だ田

光
一

社
長
。「
う
ち
は
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）、

祖
父
の
一
郎
が
バ
イ
オ
リ
ン
の
輸
入
販
売
を

手
掛
け
た
の
が
始
ま
り
。
道
修
町
の
丸
善
薬

店
の
社
長
さ
ん
の
勧
め
だ
っ
た
そ
う
で
す
」

と
い
う
わ
け
で
、当
初
は
た
っ
た
１
人
で「
丸

善
薬
店
楽
器
部
」
を
名
乗
っ
て
い
た
と
か
。

一
般
家
庭
へ
の
バ
イ
オ
リ
ン
販
売
な
ど
望
む

べ
く
も
な
い
時
代
だ
っ
た
が
、
薬
問
屋
で
調

達
し
た
特
製
の
試
験
管
に
ド
イ
ツ
の
高
級
弦

を
入
れ
、
１
本
１
本
売
り
歩
い
た
と
い
う
熱

意
が
実
り
、
徐
々
に
軌
道
に
乗
る
。

　

10
年
後
に
は
会
社
を
設
立
。
世
話
に
な
っ

た
丸
善
薬
店
の
「
丸
」
と
、
創
業
者
の
名
の

「
一
」
を
組
み
合
わ
せ
て
屋
号
と
し
、
管
楽

器
や
ピ
ア
ノ
な
ど
手
広
く
扱
う
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
一
時
は
大
阪
フ
ィ
ル
の
事
務
所

も
置
か
れ
、
名
指
揮
者
・
朝
比
奈
隆
も
よ
く

出
入
り
し
て
い
た
と
い
う
。

イ
オ
リ
ン
の
最
高
峰
と
さ
れ
る
イ
タ

リ
ア
の
名
器
、
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ

ス
を
扱
っ
た
の
は
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）。

高
度
成
長
の
真
っ
た
だ
中
、
人
び
と
が
音
楽

を
通
し
て
豊
か
さ
を
実
感
し
始
め
た
時
代
だ

っ
た
。

　
「Ex Park

」
と
い
う
愛
称
の
付
い
た
こ

の
楽
器
の
製
作
年
は
１
７
１
７
年
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
15
人
の
手
を
渡
っ
た
後
、
丸
一
商
店

が
ド
イ
ツ
の
業
者
か
ら
仕
入
れ
、
東
京
芸
術

大
学
に
売
っ
た
。
い
ま
も
大
学
の
宝
と
し
て

大
切
に
さ
れ
て
い
る
。「
当
時
で
１
０
０
０
万

円
ほ
ど
。
実
は
こ
の
１
年
前
に
も
う
１
つ
、

東
京
芸
大
の
依
頼
で
仕
入
れ
た
ん
で
す
が
、

う
ま
く
値
段
の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
ど
こ

か
別
へ
売
っ
た
そ
う
で
す
」
と
磻
田
社
長
。

　

と
は
い
え
、
古
く
高
級
な
作
家
物
だ
け
を

扱
っ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。「
新
作
や
メ

ー
カ
ー
製
も
扱
い
ま
す
し
、
日
本
人
作
家
の

も
の
も
積
極
的
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
弾

く
人
そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
や
価
値
観
に
合
っ
た

楽
器
が
あ
る
ん
で
す
」。

　

求
め
る
人
に
と
っ
て
、
い
ち
ば
ん
よ
い
物

を
。
創
業
者
が
薬
問
屋
に
学
び
、
後
世
に
伝

え
た
の
は
、
大
阪
の
老
舗
ら
し
い
「
商
う
姿

勢
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

取
材・文
／
松
本 

創（
本
誌
）

あ
の
名
器
を

日
本
で
初
め
て

紹
介
し
た

老
舗
が
あ
っ
た
。 工房の目の前は東横堀川の水門。明るい陽

が差し込む中、黙 と々作業は進む。背景の
写真は社内に飾ってある、名器「Ex Park」
の絵と歴代所有者を記した額。

（
註
）
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス

イ
タ
リ
ア
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
（
1
6
4
4

～
1
7
3
7
）
が
製
作
し
た
弦
楽
器
の
こ
と
で
、
名
器
の

代
名
詞
。
バ
イ
オ
リ
ン
で
1
２
０
０
挺
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

楽

バ
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「ブランド志向に偏らず自分に合った、楽し
い楽器を」と磻田社長。

楽器輸入商としては大阪だけでなく、全国
で最も古い会社の一つ。ヨーロッパ各国の
弦楽器を仕入れ、古いものは工房でリペア
を施して販売。バイオリンの聖地クレモナ
で学んだ作家・鈴木郁子さんも仕事場を置
き、月に１回、土曜日にイタリア製楽器を
紹介している。５月26日（木）には東横
堀川の水辺イベント（P17）の一環で、ピ
アノコンサート（12:30PM ～、6:00PM ～）
と店内公開（1:00PM ～ 6:00PM）を開催（無
料）。☎06-6201-0043　日・祝休

丸一商店



　

中
之
島
の
真
ん
中
を
貫
く
大
阪

の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
御
堂
筋
。

こ
こ
に
社
屋
や
ビ
ル
を
持
つ
企
業

３１
社
に
よ
る
「
御
堂
筋
ま
ち
づ
く

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、
コ
ン
サ

ー
ト
や
写
真
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

「
ス
プ
リ
ン
グ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
開

く
。「
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
賑
わ
い
と
風

格
を
」
と
願
っ
て
、
０３
年
か
ら
毎

年
春
と
秋
に
開
催
。
今
回
は
５
月

１１
日
か
ら
６
月
３
日
ま
で
。
会
場

も
出
演
者
の
顔
ぶ
れ
も
御
堂
筋
づ

く
し
の
３
週
間
だ
。
主
な
予
定
は

左
記
の
通
り
。（
松
本 

創
・
本
誌
）

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
を

目
的
に
、
去
る
３
月
２６
日
、
堂
島

の
中
央
電
気
倶
楽
部
に
て
「
祈
り
・

明
日
に
向
か
っ
て
！！
」
と
題
し
た

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
出

演
者
の
女
性
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ユ
ニ

ッ
ト
「
キ
ャ
ト
ル
フ
ィ
ー
ユ
」（
写

真
）
の
演
奏
が
行
わ
れ
る
と
共
に
、

集
ま
っ
た
多
く
の
参
加

者
か
ら
義
援
金
を
募
っ

た
。
ま
た
、
５
月
に
は

大
阪
倶
楽
部
で
も
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

マ
リ
ー
･
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
も
愛

し
た
と
い
う
シ
ン
グ
ル
ア
ク
シ
ョ

ン
ハ
ー
プ
を
奏
で
る
ハ
ー
ピ
ス
ト
・

摩
寿
意
英
子
を

筆
頭
に
、
出
演

者
も
実
力
派
揃

い
だ
。（
金 

哲

志
・
本
誌
）

　

２
０
０
６
年
に
住
民
や
シ
ョ
ッ

プ
の
オ
ー
ナ
ー
、
地
元
企
業
な
ど

が
集
結
し
発
足
し
た
東
横
堀
川
水

辺
再
生
協
議
会
。
通
称
「
ｅ
─

よ
こ

会
」
と
呼
ば
れ
、「
ま
ち
な
か
に
生

き
る
東
横
堀
川
」
を
目
指
し
、
市

民
向
け
の
シ
リ
ー
ズ
講
座
や
季
節

ご
と
に
水
辺
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
、
川
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

そ
の
ｅ
─

よ
こ
会
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
「
ｅ
─

よ
こ
逍
遥
」
が
、
大
好
評

だ
っ
た
昨
年
に
引
き
続
き
、
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
し
て
今
年
も
開
催
さ
れ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
の
異
な
る

ま
ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
や
ワ
イ
ン
バ

ー
で
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
講
座
、

レ
ト
ロ
建
築
ビ
ル
特
別
案
内
ツ
ア

ー
な
ど
な
ど
、
６０
に
も
及
ぶ
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
水
辺
と
ま

ち
の
魅
力
を
存
分
に
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
大
阪
城
の
外
堀
と

し
て
開
削
さ
れ
、
現
在
は
ユ
ニ
ー

ク
な
民
営
資
料
館
や
老
舗
が
立
ち

並
ぶ
堀
川
・
東
横
堀
川
界
隈
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
絶
好
の
機
会
と

な
り
そ
う
だ
。（
金 

哲
志
・
本
誌
）

２０１１年５月１日発行

ト
ウ
ミ
ン
月
報

　
「
な
に
わ
な
ん
で
も
大
阪
検
定
」

は
、
大
阪
が
持
つ
歴
史
・
文
化
の

奥
深
さ
を
再
発
見
し
、
様
々
な
大

阪
の
魅
力
を
知
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
検
定
試
験
で
、
２
０
０
９
年

か
ら
始
ま
り
今
年
で
早
く
も
３
回

目
を
迎
え
る
。
合
格
者
に
は
受
験

級
に
応
じ
て
、
合
格
証
が
進
呈
さ

れ
る
ほ
か
、
大
阪
府
下
の
ホ
テ
ル

や
施
設
な
ど
で
の
割
引
、
招
待
な

ど
、
様
々
な
特
典
が
受
け
ら
れ
る

の
が
好
評
だ
。

　
「
寺
院
の
数
が
京
都
よ
り
多
い
な

ん
て
今
ま
で
知
ら
ん
か
っ
た
」「
今

現
在
あ
る
も
の
と
、
昔
の
も
の
が

入
り
混
じ
っ
て
い
る
の
が
大
阪
の

良
い
と
こ
ろ
な
ん
や
」
な
ど
、
大

阪
生
ま
れ
大
阪
育
ち
の
受
験
者
か

ら
も
、
こ
の
検
定
を
き
っ
か
け
に

大
阪
の
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
や
文
化

を
知
り
、
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
て

い
る
そ
う
だ
。

　

読
者
諸
兄
も
月
刊
島
民
で
培
っ

た
知
識
を
生
か
し
て
見
事
試
験
に

合
格
し
、
こ
な
も
ん
と
タ
イ
ガ
ー

ス
と
お
笑
い
だ
け
で
は
な
い
大
阪

を
内
外
に
発
信
し
て
い
た
だ
き
た

い
。（
金 

哲
志
・
本
誌
）

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
御
堂
筋
へ

コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き
に
♪

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
御
堂
筋
へ

コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き
に
♪

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
は
御
堂
筋
へ

コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き
に
♪
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なにわなんでも大阪検定　試験日／7月10日（日）　
受験申込期間／6月1日（水）まで
受験料／3級:3,300円　2級:4,400円　1級:6,300円
問い合わせ／なにわなんでも大阪検定事務センター
☎06-6452-7728　●詳しくはhttp://www.osaka-kentei.com/

e-よこ逍遥2011 ～水辺とまちの
魅力を楽しむ1カ月～
開催日期間／
5月14日（土）～6月14日（火）
問い合わせ／大阪商工会議所　
地域振興部☎06-6944-6323
●プログラムなど、詳しくは
http://e-yokobori.jp

東日本大震災復興支援
チャリティーコンサート
開催日時／5月7日（土）2:00PM～4:00PM
会場／大阪倶楽部
出演者／摩寿意英子　望月哲也　
ト部俊子　多田恵美子カルテット
入場料／3,000円（日本赤十字社を通じ
全額義援金として寄付）
定員／230名（先着順）
問い合わせ／大阪倶楽部チャリティー･
コンサート担当☎06-6231-8365

●まちかどコンサート
５月12日（木）相愛大学トランペット
アンサンブル「Octo」
＠銀泉備後町ビル公開空地
５月19日（木）相愛大学サックスアンサンブル
＠京阪神不動産御堂筋ビル

５月26日（木）女声ボーカルユニット
 「Ortensia」（写真）
＠京阪神不動産御堂筋ビル
 （いずれも0:10PM～0:55PM）

●御堂筋放談
 「クリエイティブ・デザインの可能性
─御堂筋からの発信」
喜多俊之（プロダクトデザイナー）
５月31日（火）6:30PM～7:30PM
@三井住友海上大阪淀屋橋ビル
●御堂筋写真展　＠銀泉備後町ビル
 （※土・日を除く期間中）
●安心減災の御堂筋デザイン展
５月11日（水）～６月３日（金）
 （※土・日除く）
＠銀泉備後町ビル、
京阪神不動産御堂筋ビル、大阪ガスビル

散
歩
し
な
が
ら

水
辺
の
魅
力
を
知
る
!

散
歩
し
な
が
ら

水
辺
の
魅
力
を
知
る
!

散
歩
し
な
が
ら

水
辺
の
魅
力
を
知
る
!

〝
大
阪
通
〞を

自
称
す
る
あ
な
た
に

〝
大
阪
通
〞を

自
称
す
る
あ
な
た
に

〝
大
阪
通
〞を

自
称
す
る
あ
な
た
に

大
阪
か
ら

被
災
地
へ
祈
り
を
!

大
阪
か
ら

被
災
地
へ
祈
り
を
!

大
阪
か
ら

被
災
地
へ
祈
り
を
!
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京
阪
沿
線 

島
民
の
部
屋
か
ら
。取
材
・
文
／
松
本 

創
（
本
誌
）　

写
真
／
李 

宗
和

入居当時は不動産部門勤務だった憲
二さん。「これからはリノベーショ
ン」と、工程をすべて社内ブログで
公開した。洋子さんは「築35年と聞
いて不安でしたが、子供や若い夫婦
も多く、気に入りました」。

Data 京阪電車樟葉駅から徒歩５分、
昭和49年築の６棟建て大規模マンシ
ョンの１室。もともと3LDKだったと
ころを、前の入居者が和室２間を取
り払って使っていたのが気に入り、

「手頃な値段」で購入。不動産リノベ
ーション会社［アート＆クラフト］
に設計を依頼し、LDKを25畳（40平米）
に。キッチンを広く開放的に改造し、
ウォークインクロゼットも設えた。
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風
と
光
と
2
人
の
時
間
と
。

 「
二
都
へ
30
分
」の
郊
外
リ
ノ
ベ
暮
ら
し
。

樟
葉 

寺
田
憲
二
さ
ん・
洋
子
さ
ん

駅
の
向
こ
う
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
へ
会
社
の
同

僚
や
友
人
と
出
か
け
る
。
終
わ
れ
ば
家
で
食

事
。
広
く
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
ア
イ
ラ
ン
ド

キ
ッ
チ
ン
は
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
と
化
し
、
ち

ょ
っ
と
し
た
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が
始
ま
る
。

「
ゴ
ル
フ
場
を
見
下
ろ
し
て
暮
ら
す
な
ん
て

ぜ
い
た
く
で
す
よ
ね
。
イ
ギ
リ
ス
の
郊
外
に

で
も
住
ん
で
る
み
た
い
（
笑
）」
と
憲
二
さ
ん
。

　

日
々
の
暮
ら
し
が
す
べ
て
徒
歩
圏
内
で
ま

か
な
え
る
の
も
い
い
。
会
社
帰
り
の
買
物
や

休
日
の
ラ
ン
チ
は
駅
前
の
［
く
ず
は
モ
ー

ル
］
へ
。「
ほ
ぼ
毎
週
末
行
っ
て
ま
す
ね
。

百
貨
店
も
あ
る
し
、
イ
ン
テ
リ
ア
や
雑
貨
の

店
も
充
実
し
て
る
ん
で
す
よ
。
４
年
後
に
は

映
画
館
も
で
き
る
そ
う
な
の
で
、
楽
し
み
に

し
て
ま
す
」
と
洋
子
さ
ん
。
自
転
車
で
回
れ

る
範
囲
も
入
れ
る
と
、
ス
ー
パ
ー
は
６
軒
も

あ
る
と
い
う
。

　

憲
二
さ
ん
に
と
っ
て
は
生
ま
れ
育
っ
た
街

と
は
い
え
、「
２
人
で
ゆ
っ
く
り
地
元
を
歩

く
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
ね
」。
薫
風
の
季
節
。

ま
ず
は
少
し
足
を
延
ば
し
て
、
川
べ
り
の
散

歩
あ
た
り
か
ら
始
め
る
つ
も
り
だ
。

　

淀
川
の
流
れ
、
河
川
敷
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

ゴ
ル
フ
・
コ
ー
ス
、
川
沿
い
の
遊
歩
道
。
樟

葉
駅
の
東
側
は
広
々
と
し
た
水
と
緑
の
風
景

だ
。
そ
れ
を
見
渡
す
10
階
の
部
屋
も
、
明
る

い
陽
射
し
と
開
放
感
に
満
ち
て
い
る
。

　
「
も
と
も
と
眺
望
の
い
い
南
向
き
の
物
件

だ
っ
た
ん
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
奥
ま
で
、

家
全
体
に
光
と
風
を
取
り
込
み
た
か
っ
た
ん

で
す
。
部
屋
に
い
な
が
ら
戸
外
に
い
る
よ
う

な
…
」
と
寺
田
憲
二
さ
ん
。

　

入
居
時
に
行
っ
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
「
爽
や
か
な
家
」。
バ
ル
コ
ニ

ー
か
ら
や
さ
し
い
風
が
吹
き
込
み
、
ウ
ォ
ー

ク
イ
ン
ク
ロ
ゼ
ッ
ト
を
通
っ
て
寝
室
へ
吹
き

抜
け
て
ゆ
く
。
ダ
イ
ニ
ン
グ
の
窓
辺
の
陽
だ

ま
り
は
、
ま
る
で
小
さ
な
サ
ン
ル
ー
ム
。
築

35
年
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
自
然
と
の
一
体
感

を
楽
し
み
な
が
ら
寛
げ
る
、
カ
フ
ェ
の
よ
う

な
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。「
シ
ッ
ク
な

ト
ー
ン
で
ま
と
め
た
く
て
、
休
日
ご
と
に
堀

江
あ
た
り
の
家
具
屋
さ
ん
を
見
て
回
り
ま
し

た
。あ
の
時
間
が
ま
た
楽
し
い
ん
で
す
よ
ね
」

と
奥
様
の
洋
子
さ
ん
が
微
笑
む
。

　

２
人
が
結
婚
を
機
に
こ
の
街
へ
来
て
、
ち

ょ
う
ど
２
年
に
な
る
。
憲
二
さ
ん
が
育
っ
た

街
で
、
実
家
に
近
い
と
い
う
の
も
あ
っ
た
が
、

環
境
の
良
さ
と
、
何
よ
り
利
便
性
に
惹
か
れ

た
。
２
人
が
勤
め
る
淀
屋
橋
へ
も
、
休
日
に

京
都
へ
出
か
け
る
の
も
、
京
阪
電
車
の
特
急

で
30
分
ほ
ど
。
買
い
物
好
き
で
、
百
貨
店
巡

り
が
趣
味
と
い
う
洋
子
さ
ん
に
は
申
し
分
な

い
立
地
。
一
方
の
憲
二
さ
ん
も
、
月
２
回
は

　昭和32年（1957）に開設された淀川河川敷のゴ
ルフ場。かつてはトッププロによる「くずは国際ト
ーナメント」も開かれていた本格コースだが、「フ
ラットなコースなので初心者も回りやすい。２人で
もＯＫですし」と、ゴルフ歴20年の憲二さん。パブ
リックならではの低料金、打ち放し練習場やショー
トコースも備えているので、一から始めるのもよし。
ゴルフ未経験の洋子さんも「いずれやってみようか
と…」。末尾に1・5のつく平日は1ラウンド7,000円。
☎072-857-7110　無休

幅２メートル20×奥行き１メートル40の広々とし
たアイランドキッチン。家具店の展示に洋子さんが
惚れ込み、「このサイズが入るようドアの位置をず
らしてもらいました」。テーブルは憲二さんのお気
に入り、「カリモク60」シリーズ。訪れた人たちの
感想は「モデルルームみたい」だとか。

うちの近所のお気に入り。

樟葉パブリック・ゴルフ・コース

マンションの中庭は公園。子供たち
が元気に遊ぶ声が響いていた。
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次号予告中之島オンリーショップ
これまで中之島周辺の歴史やカルチャーなどを紹介してきた島民が、
満を持してこの街にしかない店 を々ご案内。

●『月刊島民』vol.35は2011年6月１日発行です！
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開催!
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ナカノシマ大学
開催!

大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋　
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 本店／旭屋書店 梅田地下街店／旭屋書店 堂島地下街店／紀伊国屋書店 本町店／ジュンク堂書店 大阪本店／ジュンク堂書店 梅田ヒルトンプラザ店／ジュンク堂書店 
天満橋店／ MARUZEN＆ジュンク堂書店 梅田店／スタンダードブックストア／ブックスタジオ／天牛堺書店 大江橋店／ブックファースト 梅田店／ブックファースト 淀屋橋店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店

［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素　食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市社会福
祉研修・情報センター／大阪市中央公会堂／大阪市立中央図書館／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪フィルハ
ーモニー会館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院　大阪城スクエア／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪リバーサイドキャンパス／国立国際美術館／CITY NAIL'Sインターナショナルスク
ール／芝川ビル／市立住まい情報センター／中央電気倶楽部／ホテルNCB ／メビック扇町／ろうきんギャラリー心斎橋

［店舗・医院など］アリアラスカ マーブルトレ／アンドール 本町本店／上町貸自転車／ Ultra 2nd ／江戸前鰻料理 志津可／ EXPO CAFE ／ MJB珈琲店／大西洋服店／ＯＯＯ（オーー）／カセッタ／喫茶カンターロ／喫
茶SAWA ／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／じろう亭／Girond's JR ／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／テ
ィーハウスムジカ／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／ NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／ BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／フレイムハウス／ミニジロー／
宮崎歯科／やきとり ばかや／吉田理容所／ラ・クッカーニャ／ LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］伊勢屋書店／大阪書店／紀伊國屋書店 京橋店／なんばミヤタ／福島書店／柳々堂　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立図書館　［店舗・医院など］
あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪市信用金庫 江戸堀支店／御船かもめ／Calo Bookshop and cafe ／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオ
サカ／ MANGUEIRA ／ Loop Ａ
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂 フレスト店／ Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／水嶋書房 くずは駅店／大阪狭山市立図書館／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳堂／
大阪大学本部／寝屋川市役所／摂南大学 地域連携センター／郵政考古学会／ゆったりんこ
●大阪府以外　ジュンク堂書店 新宿店／ジュンク堂書店 西宮店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／大手通りストリートギャラリー 街・発信／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。
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